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Ⅰ　調査の概要

１．調査の目的

２．調査項目

（１）世帯主の年齢
（２）世帯主の職業
（３）出身地
（４）栃木県での居住年数
（５）お住まいの市町
（６）栃木県での定住意識
（７）周辺環境について
（８）住宅購入について

３．調査方法
（１）調査対象 第１３回栃木住宅祭来場者
（２）調査場所 ５会場

ＣＲＴハウジング那須塩原総合住宅展示場
ＣＲＴハウジング宇都宮総合住宅展示場西会場
ＴＢＳハウジング宇都宮ベルモール会場
小山住宅公園
ＣＲＴハウジング足利総合住宅展示場

（３）調査方法 対面式によるアンケート
（４）調査期間 平成22年9月19日（日）～9月20日（月）
（５）調査件数 500件程度

４．回収結果

回収数合計 483件

ＣＲＴハウジング那須塩原総合住宅展示場 80件

ＣＲＴハウジング宇都宮総合住宅展示場西会場 85件

ＴＢＳハウジング宇都宮ベルモール会場 140件

小山住宅公園 108件

ＣＲＴハウジング足利総合住宅展示場 70件

５．注意事項
・

・
・ 調査結果の説明において、設問の選択肢の文言が長い場合は適宜省略している。

複数回答の場合は、比率の合計が100％を超える場合がある。

　地域社会で生活し、社会とのかかわりを持ち続けていくためには、その基盤となる住宅と生活環
境を暮らしやすいものとすることが重要です。
　そこで、住宅及び生活環境に関して、広く県民（消費者）の意識等を把握するために実施する。
　この調査の中で、栃木に生まれ育った方々と、他県から来た方々の意識のギャップと、住環境に
関する意識を拾ったうえで、今年度は、栃木県の住環境の整備に向けた行政への提言を行う。

集計結果の比率は％で表し、小数第２位を四捨五入して小数第１位まで表した。したがって、
比率の合計が100％にならない場合がある。
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Ⅱ　意識調査の結果

１．回答者の属性について

（１）世帯主の年齢
回答数 構成比

20～29歳 39 8.1

30～39歳 216 44.7

40～49歳 103 21.3

50～59歳 67 13.9

60歳以上 58 12.0

合計 483 100.0

（２）世帯主の職業
回答数 構成比

自営・自由業 57 11.8

会社役員･団体役員 33 6.8

会社員 310 64.2

公務員 40 8.3

その他 43 8.9

483 100.0

　　●年齢別の職業

自営・自由
業

会社役員･
団体役員

会社員 公務員 その他

20～29歳　（N 5.1 5.1 82.1 7.7 0.0

30～39歳　（N 12.5 7.4 69.4 7.9 2.8

40～49歳　（N 6.8 6.8 71.8 10.7 3.9

50～59歳　（N 14.9 9.0 64.2 9.0 3.0

60歳以上　（N 19.0 3.4 19.0 5.2 53.4

　世帯主の年齢は、「30～39歳」が44.7％、次いで「40～49歳」が21.3％となっている。
　世帯主の職業については、「会社員」が64.2％で半数を超え最も高く、次いで「自営・自由業」が
11.8％で、わずかに１割を超える程度だった。

　年齢別の職業では、「会社員」は「20～29歳」で82.1％、「40～49歳」で71.8％と高くなっており、「60
歳以上」では「その他」が53.4％で最も高く、その内容には、農業や無職の回答があった。

合計

N=483

40～49歳
21.3%

60歳以上
12.0%

50～59歳
13.9%

20～29歳
8.1%

30～39歳
44.7%

N=483
その他
8.9%

公務員
8.3%

自営・
自由業
11.8%

会社役員･
団体役員
6.8%

会社員
64.2%

5.1

12.5

6.8

14.9

19.0

5.1

7.4

6.8

9.0

3.4

82.1

69.4

71.8

64.2

19.0

7.7

7.9

10.7

9.0

5.2

0.0

2.8

3.9

3.0

53.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳　（N=39）

30～39歳　（N=216）

40～49歳　（N=103）

50～59歳　（N=67）

60歳以上　（N=58)

自営・自由業 会社役員･団体役員 会社員 公務員 その他
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（３）出身地
回答数 構成比

栃木県出身 322 66.7

県外からの転入 143 29.6

無回答 18 3.7

483 100.0

（４）栃木県での居住年数
回答数 構成比

１年未満 5 1.0

１年以上５年未満 29 6.0

5年以上10年未満 33 6.8

10年以上20年未満 43 8.9

20年以上30年未満 56 11.6

30年以上 255 52.8

無回答 62 12.8

483 100.0

　　●出身別の居住年数

1年未満
1年以上
5年未満

5年以上
10年未満

10年以上
20年未満

20年以上
30年未満

30年以上 無回答

栃木県出身（N= 0.0 1.6 0.9 5.0 14.9 75.5 2.2

県外から転入（ 3.5 16.8 21.0 18.2 5.6 7.0 28.0

無回答（N=18) 0.0 0.0 0.0 5.6 0.0 11.1 83.3

合計

合計

　「県外からの転入」では「5年以上10年未満」で21.0％、次いで「10年以上20年未満」が18.2％、「1
年以上5年未満」が16.8％であまり大きな違いは見られない。

　栃木県での居住年数は、「30年以上」が52.8％で最も高く、次いで「20年以上30年未満」で11.6％、
「10年以上20年未満」は8.9％となっている。

　居住年数を出身別で見ると、「栃木県出身」は「30年以上」が最も高く75.5％、次いで「20年以上30
年未満」が14.9％となっている。

N=483 無回答
3.7%

県外からの
転入
29.6%

栃木県
出身
66.7%

N=483

5年以上
10年未満
6.8%

無回答
12.8%

30年以上
52.8%

１年以上
5年未満
6.0%

１年未満
1.0%

10年以上
20年未満
8.9%

20年以上
30年未満
11.6%

3.5 16.8 21.0 18.2

5.6

14.9

5.6

75.5

7.0

11.1

2.2

28.0

83.3

1.6

0.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

栃木県出身（N=322）

県外から転入（N=143)

無回答（N=18)

1年未満 1年以上
5年未満

5年以上
10年未満

10年以上
20年未満

20年以上
30年未満

30年以上 無回答
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（５）居住地域
回答数 構成比

宇都宮市 145 30.0

足利市 43 8.9

栃木市 16 3.3

佐野市 14 2.9

鹿沼市 15 3.1

日光市 7 1.4

小山市 37 7.7

真岡市 5 1.0

大田原市 27 5.6

矢板市 7 1.4

那須塩原市 39 8.1

さくら市 10 2.1

那須烏山市 3 0.6

下野市 17 3.5

上三川町 3 0.6

西方町 0 0.0

益子町 1 0.2

茂木町 1 0.2

市貝町 5 1.0

芳賀町 5 1.0

壬生町 1 0.2

野木町 3 0.6

岩舟町 1 0.2

塩谷町 1 0.2

高根沢町 5 1.0

那須町 2 0.4

那珂川町 2 0.4

県外 61 12.6

無回答 7 1.4

合計 483 100.0

　　●調査回収率
回収数 構成比

那須塩原 80 16.6

宇都宮西 85 17.6

ベルモール 140 29.0

 小山住宅公園 108 22.4

足利 70 14.5

483 100.0

　今回の調査回収の割合では、県北地区の那須塩原では16.6％、県央地区の宇都宮西とベルモー
ルで46.6％、県南地区の小山と足利で36.9％の回収状況となっている。

合計

　また、県外からの来場も多く見られた。

　調査地区の居住の割合を見ると、那須塩原市では8.1％、宇都宮市で30.0％、小山市7.7％、足利
市で8.9％となっており、居住の内訳は次表の通りとなっている。

Ｎ＝483

30.0

8.9

3.3

2.9

3.1

1.4

7.7

1.0

5.6

1.4

8.1

2.1

0.6

3.5

0.6

0.0

0.2

0.2

1.0

1.0

0.2

0.6

0.2

0.2

1.0

0.4

0.4

12.6

1.4

0 10 20 30 40 50

宇都宮市

足利市

栃木市

佐野市

鹿沼市

日光市

小山市

真岡市

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

下野市

上三川町

西方町

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

壬生町

野木町

岩舟町

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

県外

無回答

％

N=483

那須塩原
16.6%

足利
14.5%

小山
住宅公園
22.4%

ﾍﾞﾙﾓｰﾙ
29.0%

宇都宮西
17.6%
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　　●出身別の現在の居住地域 　　　●調査実施展示場の居住地域の内訳（人）

・那須塩原
栃木県出身（県外出身（N=143) 宇都宮市 2

宇都宮市 30.1 32.9 足利市 0

足利市 11.5 4.2 栃木市 0

栃木市 4.0 2.1 佐野市 0

佐野市 3.7 1.4 小山市 1

鹿沼市 3.4 2.8 大田原市 25

日光市 1.6 1.4 矢板市 6

小山市 7.8 8.4 那須塩原市 37

真岡市 1.6 0 さくら市 1

大田原市 6.5 3.5 高根沢町 1

矢板市 1.6 1.4 那須町 2

那須塩原市 9.9 4.9 那珂川町 2

さくら市 3.1 0 県外 3

那須烏山市 0.9 0 福島県、大阪府
下野市 4.3 2.1
上三川町 0.6 0.7 ・宇都宮西 ・ベルモール
西方町 0.0 0 宇都宮市 58 宇都宮市 84

益子町 0.3 0 栃木市 4 足利市 1

茂木町 0.3 0 佐野市 1 栃木市 2

市貝町 0.9 1.4 鹿沼市 8 佐野市 2

芳賀町 1.6 0 日光市 5 鹿沼市 7

壬生町 0.3 0 小山市 1 日光市 2

野木町 0.3 1.4 那須塩原市 1 真岡市 3

岩舟町 0.3 0 さくら市 5 大田原市 2

塩谷町 0.3 0 塩谷町 1 矢板市 1

高根沢町 0.9 0.7 無回答 1 那須塩原市 1

那須町 0.3 0.7 東京都 さくら市 4

那珂川町 0.6 0 那須烏山市 3

県外 3.1 27.3 下野市 3

無回答 0.0 2.8 上三川町 3

益子町 1

市貝町 5

芳賀町 5

壬生町 1

高根沢町 3

県外 7

・小山 ・足利
宇都宮市 1 足利市 39

足利市 3 佐野市 11

栃木市 10 県外 17

小山市 35 無回答 3

真岡市 2

下野市 14

茂木町 1

野木町 3

岩舟町 1

高根沢町 1

県外 33

無回答 4

館林市、桐生市、太田
市、邑楽町、埼玉県、
東京都、長野県

館林市、埼玉県、筑西
市、八千代町、結城
市、古河市、神栖市

　調査実施地区の出身別、居住地区を見ると、「宇都宮市」と「小山市」では「県外出身」がわずかに高
くなっており、また、反対に「那須塩原市」、「足利市」では「栃木県出身」が高く、「県外出身」の２倍以
上となっている。

牛久市、桜川市、須賀
川市、東京都

　その他の市町では、上三川町、市貝町、野木町、那須町で「県外出身」がわずかに高い。

30.1

11.5

4.0

3.7

3.4

1.6

7.8

1.6

6.5

1.6

9.9

3.1

0.9

4.3

0.6

0.0

0.3

0.3

0.9

1.6

0.3

0.3

0.3

0.3

0.9

0.3

0.6

3.1

0.0

32.9

4.2

2.1

1.4

2.8

1.4

8.4

0

3.5

1.4

4.9

0

0

2.1

0.7

0

0

0

1.4

0

0

1.4

0

0

0.7

0.7

0

27.3

2.8

0 10 20 30 40 50

宇都宮市

足利市

栃木市

佐野市

鹿沼市

日光市

小山市

真岡市

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

下野市

上三川町

西方町

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

壬生町

野木町

岩舟町

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

県外

無回答

％

栃木県出身（N=322)

県外出身（N=143)
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２．栃木県の定住意識について

回答数 構成比

ぜひ住み続けたい 338 70.0

しばらくは住み続けたい 55 11.4

どちらともいえない 46 9.5

できれば住みたくない 1 0.2

その他 12 2.5

無回答 31 6.4

483 100.0

　　●出身別の定住意識

栃木県出身県外出身（N=143)

ぜひ住み続 86.0 41.3

しばらくは住 7.5 21.0

どちらともいえない4.0 18.9

できれば住 0.0 0.7

その他 1.2 3.5

無回答 1.2 14.7

　　●県外出身の定住意識（居住地区別）

ぜひ住み続けたいしばらく住みどちらともいえないできれば住みたくないその他 無回答
宇都宮市 44.7 29.8 25.5 0.0 0.0 0.0
足利市 50.0 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0
栃木市 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0
佐野市 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0
鹿沼市 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0
日光市 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0
小山市 83.3 8.3 0.0 0.0 8.3 0.0
大田原市 60.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0
矢板市 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
那須塩原市 71.4 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0
上三川町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
市貝町 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0
野木町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
高根沢町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
那須町 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0
無回答 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0
県外 11.9 4.8 31.0 0.0 9.5 42.9

合計

　また、「栃木県出身」では「できれば住みたくない」の回答は無かった。

　栃木県での定住意識は高く、70.0％となっており、「しばらく住み続けたい」の11.4％を合わせると、８
割以上となる。

　出身別の定住意識を見ても、「栃木県出身」では８割以上が「ぜひ住み続けたい」としており、「しば
らく住み続けたい」の7.5％を合わせると、９割以上と高くなっている。

　「県外出身」では「ぜひ住み続けたい」が41.3％と半数以下で、「しばらく住み続けたい」の21.0％を
合わせて62.3％だが、「できれば住みたくない」は0.7％とわずかとなっている。

N=483 無回答
6.4%

どちらとも
いえない
9.5%

しばらくは
住み続け
たい
11.4%

ぜひ住み
続けたい
70.0%

できれば
住みたく
ない
0.2%

その他
2.5%

86.0

41.3

7.5

21.0 18.9 14.7

4.0

0.7
3.5

1.2
1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

栃木県出身（N=322)

県外出身（N=143)

ぜひ住み続けたい しばらくは住み続けたい どちらともいえない

できれば住みたくない その他 無回答

44.7

50.0

33.3

50.0

75.0

50.0

83.3

60.0

71.4

100.0

50.0

100.0

100.0

25.0

29.8

16.7

66.7

25.0

50.0

8.3

40.0

100.0

28.6

50.0

100.0

0.0

25.5

16.7

50.0

0.0

16.7

8.3

0.0 75.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇都宮市

足利市

栃木市

佐野市

鹿沼市

日光市

小山市

大田原市

矢板市

那須塩原市

上三川町

市貝町

野木町

高根沢町

那須町

無回答

ぜひ住み続けたい しばらく住み続けたい どちらともいえない

できれば住みたくない その他 無回答

-　6　-



　　●栃木県出身の定住意識（居住地区別）

ぜひ住み続けたいしばらく住みどちらともいえないできれば住みたくないその他 無回答

宇都宮市 87.6 8.2 4.1 0.0 0.0 0.0

足利市 67.6 18.9 8.1 0.0 2.7 2.7

栃木市 92.3 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7

佐野市 83.3 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0

鹿沼市 90.9 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0

日光市 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小山市 84.0 8.0 8.0 0.0 0.0 0.0

真岡市 80.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0

大田原市 81.0 9.5 9.5 0.0 0.0 0.0

矢板市 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

那須塩原市 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

さくら市 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

那須烏山市 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

下野市 92.9 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0

上三川町 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

益子町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

茂木町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

市貝町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

芳賀町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

壬生町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

野木町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

岩舟町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

塩谷町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高根沢町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

那須町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

那珂川町 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

県外 40.0 0.0 10.0 0.0 30.0 20.0

　また、「どちらともいえない」の回答が、宇都宮市、足利市、小山市、真岡市、大田原市であり、特に
真岡市では２割と高い。

　県外出身の定着意識は、問５で記入のあった１５市町のうち、１１市町で「ぜひ住み続けたい」が５割
以上となっている。また、「できれば住みたくない」は足利市のみで16.7％となった。
　栃木県出身の定着意識は高いが、上三川町では「ぜひ住み続けたい」と「しばらく住み続けたい」が
半数ずつとなっている。

87.6

67.6

92.3

83.3

90.9

100.0

84.0

80.0

81.0

100.0

100.0

100.0

100.0

92.9

50.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

8.2

18.9

16.7

9.1

8.0

9.5

7.1

50.0

4.1

8.1

8.0

20.0

9.5

2.7

7.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇都宮市

足利市

栃木市

佐野市

鹿沼市

日光市

小山市

真岡市

大田原市

矢板市

那須塩原市

さくら市

那須烏山市

下野市

上三川町

益子町

茂木町

市貝町

芳賀町

壬生町

野木町

岩舟町

塩谷町

高根沢町

那須町

那珂川町

ぜひ住み続けたい しばらく住み続けたい どちらともいえない

できれば住みたくない その他 無回答
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３．居住地域の周辺環境について

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

日用品・食料品等の
買い物の便利さ

129 26.7 195 40.4 116 24.0 29 6.0 8 1.7 6 1.2

通勤・通学の便利さ 108 22.4 148 30.6 159 32.9 45 9.3 15 3.1 8 1.7

医療機関への
通院の便利さ

93 19.3 129 26.7 190 39.3 51 10.6 11 2.3 9 1.9

郵便局・銀行などの
便利さ

99 20.5 153 31.7 184 38.1 30 6.2 10 2.1 7 1.4

公共施設などの
利用しやすさ

69 14.3 123 25.5 202 41.8 56 11.6 15 3.1 18 3.7

豊かな緑などの自然環境 116 24.0 180 37.3 154 31.9 26 5.4 2 0.4 5 1.0

町なみの美しさ・清潔さ 59 12.2 144 29.8 231 47.8 37 7.7 6 1.2 6 1.2

公園や緑地の整備 58 12.0 127 26.3 215 44.5 61 12.6 15 3.1 7 1.4

ゴミの収集 81 16.8 150 31.1 204 42.2 35 7.2 7 1.4 6 1.2

騒音・振動からの快適さ 86 17.8 113 23.4 218 45.1 49 10.1 11 2.3 6 1.2

下水道の整備状況 84 17.4 117 24.2 208 43.1 49 10.1 19 3.9 6 1.2

街路灯の整備 51 10.6 98 20.3 228 47.2 84 17.4 18 3.7 4 0.8

道路・歩道の整備 45 9.3 103 21.3 231 47.8 81 16.8 16 3.3 7 1.4

避難場所などの施設 38 7.9 113 23.4 264 54.7 50 10.4 11 2.3 7 1.4

地域の防犯体制 36 7.5 100 20.7 257 53.2 71 14.7 12 2.5 7 1.4

子どもの教育環境
（保育園・幼稚園の充実）

61 12.6 149 30.8 196 40.6 57 11.8 13 2.7 7 1.4

行政のサービスや対応 27 5.6 98 20.3 286 59.2 53 11.0 10 2.1 9 1.9

自治会や近所づきあい 39 8.1 116 24.0 279 57.8 35 7.2 6 1.2 8 1.7

　【満足している（満足・ほぼ満足）】で見ると、「買い物の便利さ」「通勤・通学の便利さ」「郵便局・銀行の
便利さ」で５割以上と高い。

　安全性でも、各環境項目で【普通】が４割から５割以上と高く、【満足している（満足・ほぼ満足）】は３割
前後の結果となっている。また、「街路灯の整備」や「道路・歩道の整備」では【不満である（やや不満・不
満）】が２割と高い。

　その他では、「子どもの教育環境」で【満足している（満足・ほぼ満足）】が43.4％となっているが、「行政
のサービスや対応」「自治会や近所づきあい」では【普通】が５割以上で高い。

不満 無回答

利
便
性

快
適
性

満足 ほぼ満足 普通 やや不満

　快適性については、「豊かな緑などの自然環境」では【ほぼ満足】が37.3％でもっとも高く、次いで【普
通】の31.9％、【満足】の24.0％となっている。「町なみの美しさ・清潔さ」と「公園や緑地の整備」では、
【満足している（満足・ほぼ満足）】より【普通】が４割以上で高い結果となった。

　健康性では、各環境項目で【普通】が４割以上で最も高く、「騒音・振動からの快適さ」と「下水道の整
備状況」では【満足している（満足・ほぼ満足）】より【普通】が高い。

健
康
性

安
全
性

そ
の
他

　居住地域の周辺環境について全体を見ると、概ね【普通】との回答が多く、【満足している（満足・ほぼ
満足）】が高いのは、「利便性」や「快適性」の一部となっている。

　利便性については、「買い物の便利さ」では【ほぼ満足】が40.1％で最も高く、次いで【満足】の
26.7％、【普通】の24.0％となっている。
　また、その他の項目では【普通】が３割以上で最も高く、次いで【ほぼ満足】、【満足】の順となってい
る。
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N=483

26.7

22.4

19.3

20.5

14.3

24.0

12.2

12.0

16.8

17.8

17.4

10.6

9.3

7.9

7.5

12.6

5.6

8.1

40.4

30.6

26.7

31.7

25.5

37.3

29.8

26.3

31.1

23.4

24.2

20.3

21.3

23.4

20.7

30.8

20.3

24.0

24.0

32.9

39.3

38.1

41.8

31.9

47.8

44.5

42.2

45.1

43.1

47.2

47.8

54.7

53.2

40.6

59.2

57.8

6.0

9.3

10.6

6.2

11.6

7.7

12.6

7.2

10.1

10.1

17.4

16.8

10.4

14.7

11.8

11.0

7.2

1.7

3.1

2.3

2.1

3.1

1.2

3.1

1.4

2.3

3.9

3.7

3.3

2.3

2.5

2.7

2.1

1.2

3.7

5.4
0.4
1.0

1.2

1.7

1.9

1.4

1.2

1.4

1.2

1.2

1.2

0.8

1.4

1.4

1.4

1.4

1.9

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日用品・食料品等の
買い物の便利さ

通勤・通学の便利さ

医療機関への
通院の便利さ

郵便局・銀行などの
便利さ

公共施設などの
利用しやすさ

豊かな緑などの自然環境

町なみの美しさ・清潔さ

公園や緑地の整備

ゴミの収集

騒音・振動からの快適さ

下水道の整備状況

街路灯の整備

道路・歩道の整備

避難場所などの施設

地域の防犯体制

子どもの教育環境
（保育園・幼稚園の充実）

行政のサービスや対応

自治会や近所づきあい

利
便
性

快
適
性

健
康
性

安
全
性

そ
の
他

満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満 無回答
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●栃木県出身の居住の周辺環境
　【満足】では、利便性の「買い物の便利さ」「通勤･通学の便利さ」と快適性の「豊かな緑などの自然環
境」で２割以上と最も高く、【ほぼ満足】でも３割から４割以上で、合わせると５割以上と高くなっている。
　健康性や安全性、その他では【普通】が４割から６割以上で高い。
　また、【不満である（やや不満・不満）】は、安全性の「街路灯の整備」「道路･歩道の整備」で共に
19.2％とわずかに高くなっている。

N=322

26.7

21.7

18.3

19.9

13.0

24.2

12.4

11.2

17.7

17.4

17.1

10.2

9.3

7.5

7.1

13.4

6.2

9.3

42.5

34.2

28.0

34.2

25.8

36.6

30.4

26.7

29.8

24.8

23.9

21.4

22.4

22.7

20.2

29.2

20.5

23.3

22.4

32.9

39.8

37.6

43.5

32.6

47.8

45.7

44.7

45.0

44.4

48.1

47.5

55.9

54.3

42.5

57.8

57.8

5.6

6.5

9.9

5.0

11.8

6.8

12.7

6.2

9.6

9.3

16.1

16.1

10.6

14.6

12.1

12.7

7.1

1.6

2.8

1.9

1.9

2.5

1.2

2.2

1.9

4.0

3.1

3.1

2.2

2.2

1.9

1.2

0.9

5.0

0.6

0.3

3.4

1.6

1.6

0.9

1.6

1.2

1.6

0.9

1.2

1.2

0.9

1.6

1.2

1.6

2.2

1.9

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物の便利さ

通勤・通学の便利さ

通院の便利さ

郵便局・銀行の便利さ

公共施設の利用しやすさ

豊かな緑などの自然環境

町なみの美しさ・清潔さ

公園や緑地の整備

ゴミの収集

騒音・振動からの快適さ

下水道の整備状況

街路灯の整備

道路・歩道の整備

避難場所などの施設

地域の防犯体制

子どもの教育環境

行政のサービスや対応

自治会や近所づきあい

利
便
性

快
適
性

健
康
性

安
全
性

そ
の
他

満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満 無回答
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●県外出身の居住の周辺環境
　栃木県出身の周辺環境とあまり大きな違いは見られなかった。
　【満足】では、利便性の「医療機関への通院の便利さ」「郵便局・銀行などの便利さ」でも２割をわずか
に超えて高いが、【ほぼ満足】と合わせて５割以上となったのは、利便性の「買い物の便利さ」と快適性
の「自然環境」のみとなっている。

N=143

26.6

23.1

20.3

21.0

15.4

23.1

11.2

12.6

13.3

16.1

16.8

10.5

8.4

8.4

5.6

9.1

2.8

4.9

37.1

25.9

25.9

28.0

24.5

37.8

27.3

25.2

33.6

21.7

25.2

17.5

18.2

25.2

22.4

34.3

20.3

25.9

26.6

32.2

36.4

37.8

40.6

30.8

49.7

44.8

37.8

46.9

41.3

46.2

49.0

52.4

53.1

38.5

62.2

58.0

6.3

14.7

12.6

9.1

10.5

9.1

10.5

9.8

10.5

12.6

21.0

18.9

10.5

14.7

12.6

8.4

7.0

2.1

2.8

3.5

2.8

4.9

1.4

5.6

3.5

3.5

2.8

4.2

4.2

2.1

2.8

4.2

3.5

2.1

4.2

7.0
0.7
0.7

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

2.1

1.4

1.4

0.7

1.4

1.4

1.4

1.4

2.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物の便利さ

通勤・通学の便利さ

通院の便利さ

郵便局・銀行の便利さ

公共施設の利用しやすさ

豊かな緑などの自然環境

町なみの美しさ・清潔さ

公園や緑地の整備

ゴミの収集

騒音・振動からの快適さ

下水道の整備状況

街路灯の整備

道路・歩道の整備

避難場所などの施設

地域の防犯体制

子どもの教育環境

行政のサービスや対応

自治会や近所づきあい

利
便
性

快
適
性

健
康
性

安
全
性

そ
の
他

満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満 無回答
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